






























































































































































































































































































































































































































































































































表2 広報ビデオとドキュメンタ リー の遣い
広報ビデオ ドキュメンタリー
事前の企画 。 。
撮影台本 。 ム
カメラ撮影 。 。
映像編集(構成) 。 。
ナレーション 。 。
教育効果(短期) 大きい 少ない
教育効果(長期) やや大きい 大きい
広報ビデオは短期決戦なので、全ての項目が重
要だが、企画や編集、ナレーションは、一般的な
制作能力があれば対応できる。一方、 ドキュメン
タリ ーでは撮影台本は「それほど重要ではない」
が、他の項目は全て 「重要J になる。教育効果に
ついては、広報ピデオは短期的な教育では有効で
あり、 ドキュメンタリーは長期的な教育で有効だ
と言える。
8. まとめ
本稿では介助犬ビデオを中心に、豊田市旭地区
の広報PRビデオの制作過程も含めて報告した上
で、優れた映像コンテンツを制作するための課題
などを考察した。今回の広報ビデオ制作は、大学・
研究室が地域連携 ・社会貢献の実践研究モデルと
して制作したものである。大学側がボランティア
で制作費をかけずに作ったことから、制作を依頼
した団体側は、それほどクオリティの高い作品を
期f寺していなかったかもしれない。しかしながら
広報ビデオは見る人の立場で考えると、制作者が
大学 ・学生でも、テレビ局でも、映像制作会社で
も、作品内容とは全く関係ない。映像作品から何
がイ云わるのか、それを見た人は何を思い、何を感
じるのか、ということが映像コンテンツの役割で
もあり使命でもある。したがって今回のような大
学と地域・団体とがコラボで制作した広報PRピ
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デオは、制作過程の様々な連携 ・協力によるメ
リットはあるものの、最終的には優れた映像作品
を制作できたのか、という部分が最大の到達目標
であり評価ポイン トになる。もし完成作品のクオ
リテイが低くて広報活動で使えない作品ならば、
制作に向けた作業は全く意味のないものになって
しまう。本当に厳しい世界である。今回の介助犬
ビデオと旭ビデオの事例は、別の見方をすると大
学 ・研究室ゼミにおける映像制作指導の現状や教
育レベルを、本物の広報ビデオ制作で検証した結
果とも言える。そうした意味では、常に第一線の
テレビ制作現場で仕事に立ち向かうつもりで、学
生の教育や研究 ・制作活動に取り組む姿勢が求め
られると実感した。
この研究は平成26年度椙山女学園研究助成(B)
による研究成果の一部である。
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